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RITE、国立環境研究所の世界モデルの仮分析結果

ＲＩＴＥ 国立環境研究所
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RITE 限界費用: 110ドル
KEO GDP:-0.5%

家計所得:-3%

KEO GDP:-2.0%
家計所得:-9%

2005年実績
GHG(90年比)

2050年に１

人当たり排
出量均等

1800ドル

108ドル

133ドル

200ドル

KEO GDP:0%

38ドル

100ドル

54ドル72ドル

RITE 限界費用: 392ドル

中期目標検討委員会（1/23）仮分析結果（2020年）の概要
＜RITEによるまとめ 2009年2月4日＞

200ドル

RITE

国環研

日経センター
限界費用：1万円
GDP: -4～-5%

( )

335ドル

400ドル
(投資回収年
長期の場合)

限界費用:100ドル(RITE/国環研 (KEOもほぼこの付近)) 

367ドル
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Non-CO2 GHGの扱い

国環研推定並み
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並み

京都並み

－0.6％
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京都目達計画
（企業購入CDM含まず）
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